
                                                                

 

棚尾地区まちづくり事業 

平成 24年 7月 25 日（水）19時～ 

棚尾公民館 3 階 

                  

第１３第１３第１３第１３回回回回    棚尾の棚尾の棚尾の棚尾の歴史歴史歴史歴史を語るを語るを語るを語る会会会会    次第次第次第次第        

                          進行（小笠原幸雄） 

 

１ 前回までのテーマに関する参考意見など   

   秋葉山常夜灯、道路元標、折戸の坂、東浦の分村など 

  

２ テーマ 24 「北棚尾村の分村」  

⑴ 説明（杉浦光雄） 

    

 ⑵ 出席者による補足説明、感想など 

 

 

３ テーマ 25 「明治の南極探検清水光太郎」  

⑴ 説明（磯貝国雄） 

    

 ⑵ 出席者による補足説明、感想など 

 

 

４ 連絡事項・情報交換など 

     

 

 

５ 次回日程  

第 14 回 8 月 29 日（水曜日）午後 7時から  

 「中山の分村問題」「若宮社」 

第 15 回 9 月 26 日（水曜日） 午後 7時から 

「地蔵祭り」「相撲取清見潟又市」 
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棚尾の歴史を語る会 テーマ 25 

 

「明治の南極探検清水光太郎」 

 

１ 要旨 

100 年前の明治 45 年（1912）1 月、南極の地に日章旗がひるがえった。歴史的壮挙

を成し遂げた白瀬中尉率いる南極探検隊の中に、探検船「開南丸」の機関長として、

棚尾村出身の清水光太郎が参加した。帰還後の大正元年（1912）8月、棚尾村で同氏の

無事帰村と栄誉を讃え歓迎会が催された。 

 

２ 南極探検の偉業  

明治の南極探検については、西尾市吉良町瀬戸の西林寺墓地及び隣接する瀬戸神社

境内に石碑が整備されているので、以下その碑文によって説明する。 

明治 43 年（1910）11 月白瀬矗（のぶ）中尉（1861～1946）を隊長とする日本初の南

極探検は 204 トンの帆船「開南丸」で東京を出港したが、南極圏の悪天候にやむなき

引き返し、翌明治 44 年（1911）5 月 1 日、シドニーに入港しました。 

シドニー湾岸を転々とした後、隊は最終的にパースリィ湾の旧キオスクの浦に居所

を設営することができました。シドニー大学のディヴィット教授の物心両面の援助に

支えられ、同年 11 月 19 日隊はスコットとアムンゼンの跡を追い、再び南極へと出航

しました。明治 45 年（1912）1 月 28 日白瀬中尉と 4 名の隊員それに 28 頭の犬からな

る白瀬の「突進隊」は南緯 80 度 05 分に到達しました。 

隊の最南地点到達 90 周年と、日本とオーストラリアの初期の友情を記念し、両国の

永遠の友好の証として、この記念銘板を設置いたします。 

                           2002 年 3 月 27 日 

          オーストラリア ウラーラ市長 ジョンコーミノ 

          白瀬中尉生地日本国金浦町長 佐々木松美 

 

この説明版はオーストラリアのウラーラ市（シドニーの東隣の町）にあるものを平

成 14 年（2002）8 月に吉良中学校生徒海外派遣団が撮影した写真をもとに作成しまし

た。 
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３ 白瀬矗（のぶ）隊長の略歴 

生い立ち   

文久元年（1861）秋田県金浦（このうら）村（現金浦町）に生まれた。 

十歳のころ   

寺小屋の師匠から北極の話を聞き、北極探検を誓い、五つの物断（酒・たばこ・

湯・茶・寒中の火）を始める。 

千島探検 

32 歳、明治 26 年（1893）北極探検に備えて、千島探検に加わった。 

北極より南極へ 

48 歳、アメリカ探検家ピアリーの北極点到達（1909）を知り、目標を南極点に切

り替えた。 

出港 

明治 43 年（1910）11 月隊員 27 名を乗せた木造帆船「開南丸」は品川港を出発 5

万人が見送った。 

「大和雪原」命名 

明治 45 年（1912）51 歳 1 月 28 日午前 0 時南緯 80 度 5 分西経 156 度 33 分に日章

旗を立て大和雪原と命名。 

帰港 

同年 6 月全員芝浦に帰港、英雄を迎えて国中沸き立った。 

晩年 

報告と隊員給料支払いのため、講演行脚を続けた。昭和 21 年（1946）9 月 4 日、

愛知県挙母町（現豊田市）で 85 歳の偉大な生涯を閉じた。 

 

４ 西尾市吉良町との関連 

昭和 22 年（1947）  

次女タケコ（敬称略）は横須賀中学校（吉良中学校）に奉職、やす夫人の孫、喜 

子もこの地に転居。 

昭和 26 年（1951）   

やす夫人逝去、タケコ・喜子ご両親の遺骨を西林寺に仮埋葬して東京へ転居。 

昭和 32 年（1957）   

郷里秋田県金浦町浄蓮寺に分骨。 
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昭和 33 年（1958）10 月 4 日 

吉良町史跡保存会により墓碑建立。 

平成 3 年（1991） 

ふるさと創生事業により募域を整備。 

白瀬南極探検隊長墓碑建立の由来 

    日本人として最初の南極探検を企て、南緯 80 度 5 分の前人未踏の地に至り、一帯

を「大和雪原」と命名し、日章旗をうち立てた世紀の偉人白瀬矗（のぶ）氏は奇し

くも第一次南極観測隊長永田武氏の郷里現在の豊田市に住み、昭和 21 年 9 月 4 日 85

歳の生涯を終えられた。 

かくて、やす夫人は、昭和 22 年末夫君の遺骨を抱き、次女タケコ孫喜子と共に、

故あって吉良町（当時横須賀村）瀬戸に転住し、ここを永住の地と定め、本籍を当

町に移された。しかし、やす夫人は昭和 26 年 4 月病を得て死去され、タケコさんは

両親のお骨をここ西林寺の墓地に仮埋葬して昭和27年喜子さんと共に東京へ移住さ

れた。 

昭和 32 年 3 月白瀬隊長の甥にあたる秋田県金浦町の白瀬知燈氏が来町され、分骨

を請われて初めて白瀬隊長のお骨が残されていることを知った。ただちに関係者並

びに吉良町史跡保存会はこの地を浄域と定め、元侍従長藤田尚徳氏の揮毫を得て、

墓碑を建立した。 

本年度墓域を整備するに当り、改めて由来をここに明記する。平成 3 年 9 月 

                        吉良町（西尾市）教育委員会 

 

５ 清水光太郎 

 ⑴ 明治 8 年（1875）4 月 27 日、清水栄十（父）、こう（母）の二男として棚尾村 541

番戸に生まれる。  

⑵ 棚尾村での歓迎会  

（永坂杢兵衛の手帳） 

   大正元年（1912）8 月 10 日 棚尾村出身清水光太郎君 南極探検船開南丸機関長ト

シテ無事帰村ニ付歓迎会ヲ催ス 

一 南極 80 度以上進ム 

一 氷山ノ間ヲ縫テ進ム 

一 寒気ハ摂氏零度以下 40 度ニ達ス 
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一 半年ハ日輪ヲ見、半年ハ日輪ヲ見ズ、3 月 11 日頃ヨリ夜トナル 

一 昼ハ日輪北東ヨリ出デ、日中二ハ北方二地平線上ヨリ 40 度ノ角度ヲ作リ北西二

至ル 夜ハ再ビ北西ヨリ北東二向テ動キ、夜半二ハ地平線ヨリ 20 度ノ角度ヲ作

リ北東二至ル 

一 後段々短日トナリ、昼間 1 時間位トナリ、終二其形ヲ没ス、其レヨリハ半年間

夜トナル、然シ夜間ト雖モ新聞位ハ読ミ得ベシ 

一 南極磁極ハ南緯 72 度 25 分、東経 155 度 15 分ノ点二在リ 

一 エドワード七世洲二上陸ス、上陸地点ハ断岸 300 尺以上ナリ、断岸 1000 尺二達

スル処アリ 

一 英国探検隊ハスコット大佐之ヲ率ヒ、ノルウェー探検隊ハアマンドソン海軍中

尉之ヲ率ユ 

一 白瀬探検隊ハ南極海上二 70 日、陸上二 20 日ヲ暮セリ、此間晴天 2 日アリシノ

ミ、其他ハ饂飩粉ノ如キ雪毎日降ル 

一 英国ノシャクリトン氏ハ先年南極二冬籠越年シタリ 

 ⑶ 清水家に残る任命状 
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６ その後の南極探検 

 昭和 31 年（1956）第一次南極探検隊「宗谷」の随伴船として、東京水産大学（現在 

の東京海洋大学）練習船「海鷹丸」が同行し、気象情報の提供、接岸地点の分析、物 

資補給及び事故発生時の救出援助などの任務を果たした。この「海鷹丸」の機関長と 

して、棚尾本町 2 丁目出身の斎藤輝彦氏（斎藤光彦氏の弟）が参加している。 
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北棚尾村の分村 参考地図 

 

 


